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病 院 の 理 念

ご挨拶ご挨拶

開く　地域に向かって、開かれた病院として、強い連携を保つ。
啓く　地域に向かって、健康・疾病に関する啓発活動をする。
発く　地域に向かって、医療情報を速やかに発信する

医療を地域に ひらく
ひら

ひら

ひら

　皆様こんにちは。今年４月より整形外科医として山口労災病院に入職
いたしました池田真圭と申します。山口大学を卒業、その後初期臨床研
修の２年間は山口県立総合医療センターに入職しました。研修医として
整形外科をローテートした際に、整形外科の分野の幅広さや奥深さを体
感したことをきっかけに山口大学整形外科学を入局することを決心いた
しました。
　山口大学医学部附属病院から整形外科医としての日常がはじまりまし
た。同病院では脊椎班、上肢・腫瘍班、下肢班の３つの班を２ヶ月間ず
つローテートするのですが、私はまず脊椎班からのスタートでした。初
期臨床研修を行った山口県立総合医療センターでは脊椎脊髄疾患にほとんど触れることがな
かったため、ほぼ一からのスタートでした。はじめに上司の先生に教わったことは、脊椎脊
髄疾患では患者の症状と神経学的所見が何より大切だと教わりました。その後何例も脊椎脊
髄疾患の患者を担当するなかで、脊髄障害レベルの高位診断の面白さやその部位を手術で治
療した後に患者の ADL が改善した姿をみて非常に感銘を受け、将来脊椎専門医を志したいと
考えるようになりました。

　話は変わるのですが、山口労災病院に就職後、私は新型コロナ
ウイルスに罹患しました。その際起きた症状として全身の関節痛
がありました。痛みがひどくロキソニンを内服して数日間は生活
していたのですが、痛みが生じている際には他の作業に手がつか
ず、とても不自由さを実感しました。やはり関節痛や腰痛は ADL
障害に直結するものなのだと今回の自己体験で再認識いたしまし
た。今後も整形外科医として多くの患者を疼痛から開放できるよ
うに日々精進したいと思います。今後ともどうぞよろしくお願い
致します。
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ふれあい１日ナース体験お 知 ら せお 知 ら せ

常　勤
非常勤

試 験 日 随 時 （応相談）
● 看護師・助産師
● MSW（医療ソーシャルワーカー）
● 薬剤師
● 臨床検査技師
● 看護補助者
● 医師事務作業補助者
受付：総務課 庶務係

作 品 展 開 催 ボランティアさんに協力をいただき、外来ロビー廊下で作品展を開催しています。

高泊公民館
絵画教室 展
講師 品川 則夫

９月５日（月）～ 30日（金）

●10月11日（火）～11月４日（金）は林 純子 クロスステッチ刺繍 展です。

「かかりつけ医」ご紹介  登録医病院
山口労災病院は、「病診連携」を行っております。これは日頃受診される「かかりつけ医」と連携し、
入院・手術精査等の場合に機能を分担し効率的な医療の提供を図ることを目的としています。

診療科目／呼吸器科・アレルギー科・総合内科
ＴＥＬ（0836）37-1238　ＦＡＸ（0836）39-3693

診察時間 ※祝日は休診です

浜通りクリニック

医師 西村 かおり
にし むら

内科宛の紹介状に専門科の
記載もお願いいたします。

紹介状についてのお願い

内　科
総  合　糖尿病・血液　呼吸器（一般）　消化器

膠原病・リウマチ　循環器　脳神経内科

職員募集

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

原則面会禁止です！　
オンライン面会 ができますので、
ご希望される方は1階受付（1番窓口）に
「申請用紙」をご提出ください。

当院は、院内感染対策のため、入院患者の皆様へ
の面会を禁止させていただいております。ご迷惑
をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願い申し上げます。
※当院から面会をお願いしたご家族は、
　上記の限りではありません

随時募集！随時募集！

時　間
９：00～12：30

14：00～17：30

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ × × ×

日

診察時間 ※祝日は休診です
時　間

９：00～12：30

14：00～17：30

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ ○ ○ × × ×

17：30～19：00 × × ○ × × × ×

日

記入例

総合内科宛、
糖尿病内科宛 等

ふれあい１日ナース体験
　中学生・高校生の夏休み期間中に、ふれあい・1日ナース体験を行い、
中学生 2 名、高校生 12 名の、計 14 名と、多くの未来の看護師さんの
参加がありました。
　患者さんとお話をし、手や足を洗う介助をするなど、患者さんの身
の回りのお世話をさせていただき、看護師の仕事の一部を体験するこ
とができました。

　特に、手術室見学では、実際に手術室看護師の働きを見ることで、手術室看護師に憧れを抱き、手術
室で働きたいという学生もいました。看護体験を通して、「自分が看護師になったイメージをすることが
できた」という言葉も聞かれ、看護師となる夢を描くきっかけとなったのではないかと思います。
　中学生・高校生の皆さんと、近い将来、看護師として共に働けることを楽しみにしています。選定療養費変更のお知らせ

令和４年 10月１日より、診療報酬改訂に伴い、
選定療養費が右記のとおり変更となります。
ご理解いただきますようお願いいたします。 ※（税込）

初  診 再  診

※紹介状を持参せず受診された場合

～9月30日

10月１日～
5,500円

7,700円
2,500円

3,300円
　　採　　用　10月 1日付

整形外科　医 師　村 上 智 俊

住 所 〒755-0803 宇部市東藤曲 2-5-20
　　　  　　　　　　　　（太陽家具並び）

◆16 列ヘリカル CT を導入しました◆

日本呼吸器学会 呼吸器専門医
日本アレルギー学会 アレルギー専門医
日本内科学会認定 総合内科専門医

かぜはもちろんのこと、気管支喘
息、COPD、睡眠時無呼吸症候群
など呼吸器疾患を小児から幅広く
治療いたします。また、アレルギー
専門医ですので、アレルギー全般
の治療も行います。

診療科目／心療内科・精神科（完全予約制）
ＴＥＬ（0836）37-1237　ＦＡＸ（0836）39-3693

医師 西村 次郎
にし むら じ ろう

精神保健指定医
日本精神神経学会 専門医

うつ病、神経症などの一般的な疾患は
もちろんのこと、
・PMS/PMDD（月経前症候群／
　月経前気分障害）
・頭痛・発達障害（小児・成人期）
・耳鳴り・脳の障害に伴う精神症状
の治療を積極的に行っています。

医師の異動
　　退　　職　9月 30日付

整形外科　医 師　永 尾 祐 治
大変お世話になりました。 よろしくお願いいたします。

◀ホーム
　ページは
　こちら

後期高齢者医療に
関するお知らせ
令和４年10月１日から一定以上の

所得がある方の医療費の
窓口負担割合が変わります。

令和４年（2022年）10月１日から、75歳以上の方等※1 で一定以上の
所得がある方※2は医療費の窓口負担が２割になります。
※1　65歳～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含みます。
※2　現役並みの所得者の方は、10月１日以降も引き続き 3割です。

医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせは
山口県の「後期高齢者医療広域連合」または市区町村の「後期高齢者医
療担当窓口」までお問い合わせください。

 今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問等は、
厚生労働省コールセンター「0120-002-719」にお問い合わせください。
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